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従来系統的な研究の行なわれていない 3Heの分解反応、過程を(3He ， d)反応の連続エネルギースペクト











次に， ZHeの分解反応、過程を更に詳細に研究するために， 12c , 5l V及び、90Zr を標的核とする(lHe ，













性がその半径の 2 乗ではなく半径に比例し核の周辺で反応、が起っていること 反応で放出される重陽
子のエネルギースペクトルが入射3He内の重陽子の運動量分布を反映していること，更に分解重陽子
一陽子の同時計測による角度相関を測定解析し平面波ボルン近似による回折型の散乱振巾が実験結果
をよく説明することなどを明らかにした。この様にこの研究は 3Heの直接分解過程を初めて明瞭に示
すと共に他の反応機構の研究に対しでも大きな寄与をするものである。
以上の様に本論文は理学博士の学位論文として十分価値あるものと認められる。
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